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３月定例会における議案等の審議結果
【　議　案　】
番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果
議第１号～議第２号 平成１９年度人吉市一般会計補正予算 原案可決
議第３号～議第 14号 平成１９年度人吉市各特別会計補正予算 原案可決

議第15号 平成２０年度人吉市一般会計予算 原案可決
議第16号 平成２０年度人吉市カルチャーパレス特別会計予算 原案可決
議第17号 平成２０年度人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議第18号 平成２０年度人吉市老人保健医療特別会計予算 原案可決
議第19号 平成２０年度人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議第20号 平成２０年度人吉市介護保険特別会計予算 原案可決
議第21号 平成２０年度人吉市介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議第22号 平成２０年度人吉市水道事業特別会計予算 原案可決
議第23号 平成２０年度人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議第24号 平成２０年度人吉市国民宿舎特別会計予算 原案可決
議第25号 平成２０年度人吉市梢山工業団地造成事業特別会計予算 原案可決
議第26号 平成２０年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決
議第27号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第28号
人吉市長等の給与及び旅費に関する条例及び人吉市教育委員会の教育長の給与及び
勤務時間に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議第29号 人吉市不当要求行為等の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第30号
人吉市個人情報の保護に関する条例及び人吉市情報公開等審査会条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決

議第31号 人吉市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第32号 人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第33号 人吉市乳幼児医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第34号 人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第35号 人吉市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第36号 特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第37号
人吉市重度心身障害者医療費助成に関する条例及び人吉市介護保険事業計画等策
定・運営委員会条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議第38号 人吉市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第39号 人吉市後期高齢者医療に関する条例の制定について 原案可決

議第40号 人吉市し尿処理場条例を廃止する条例の制定について 原案可決

議第41号
人吉市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法
律第１０条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定について

原案可決

議第42号 人吉市農林道管理条例の制定について 原案可決

議第43号 人吉市中山間ふるさと・水と土保全基金条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第44号 人吉市農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第45号 人吉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第46号 損害の賠償について 原案可決

議第47号 副市長の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議第 48号～議第 49号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議第50号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議第51号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議第52号 人吉市長等の退職手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
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　総務文教委員会に付託を受けました条例・予算案件
の主なものにつきまして、報告をいたします。
　議第29号人吉市不当要求行為等の防止に関する条例
の一部改正は、職員が公務を遂行する上で受ける不当
要求行為等の定義を改め、当該行為があったときの対
処について規定を追加するもの。議第 30号人吉市個人
情報の保護に関する条例及び情報公開等審査会条例の
一部改正は、市職員、受託業者及び指定管理者の従業
員並びに情報公開等審査会委員について、個人情報の
不正使用の抑止を図り、処罰できるよう罰則規定を追
加するもの。
　議第２号平成19年度人吉市一般会計補正予算は、歳
出予算の総額から２億 3,521 万４千円を減額し、147 億
4,123 万６千円とするものであります。
　議第３号平成19年度人吉市カルチャーパレス特別会
計補正予算は、300万円の減額補正であります。
　議第15号平成 20年度人吉市一般会計予算は、歳出
予算の総額を134 億 8,746 万６千円とするもので、総務・
企画・教育部関係予算は、47億 482 万４千円でありま
す。主な内容は、２款総務費、９節旅費1,163 万７千円
は、国際交流推進事業としてポルトガル「アルカーセ
ル・ド・サル市」との青少年交流訪問団派遣等旅費な
ど。19 節負担金・補助金及び交付金 803 万３千円は、
古仏頂町公民館新築工事、ひとよし大橋開通記念大綱

引き大会補助金など。４項選挙費に農業委員選挙経費
511万２千円。９款消防費、15 節工事請負費は、防火
水槽築造工事３基分 1,500 万円、18 節備品購入費に小
型動力ポンプ購入費など。10款教育費に西瀬小学校耐
震補強工事設計業務と大畑小学校床改修工事設計委託
料 388 万９千円。東小学校及び西小学校屋内運動場耐
震補強工事費 9,713 万円など。５項社会教育費、５目文
化財保護費1,131万円は、史跡人吉城保存整備事業で、
御館跡整備工事実施設計委託料及び人吉城歴史館特別
展示等に要する経費など。６項保健体育費1,753 万５千
円は、「おどんな日本一武道大会」など各大会実行委員
会への補助金など。そのほか、体育施設指定管理者委
託料 6,675 万４千円、給食調理業務委託料や給食配送
委託料 8,697 万３千円などが計上されております。
　慎重審査の結果、全議案認めることに決しました。

　厚生委員会に付託されました議案について審査の結
果を報告いたします。
［条例９件］国民健康保険税条例の一部改正について
は、国民健康保険税の課税額は、現在、医療分の基礎
課税額と介護納付金課税額を合算した額となっており
ますが、これに後期高齢者支援金等課税額が新しく加
えられ資産割額が廃止されることになります。それ
に伴い、医療分の基礎課税額については、所得割額が
9.3％から9.4％に、均等割額が一人当たり27,000円か
ら28,800円に、平等割額が１世帯当たり27,700円から
24,000円（特定世帯が12,000円）に、それぞれ変更され
ることになります。また新しく加えられる後期高齢者
支援金等課税額は、所得割額が2.9％、均等割額が一人
当たり8,400円、平等割額が7,200円（特定世帯が3,600
円）となっております。さらに介護納付金分は、所得
割額が1.3％から２％に、均等割額が一人当たり7,000
円から8,400円に、平等割額が１世帯当たり4,000円から
5,000円に、それぞれ変更されるものです。また、それ
ぞれの課税額の変更に伴い、それぞれの所得に対する
７割、５割、２割の軽減額においても変更がなされて
おります。乳幼児医療費助成の一部改正については、
対象者の所得制限を撤廃し、一部負担金の全額助成の
対象年齢を３歳未満から５歳未満に拡大するもので
す。また、申請手続きが簡略化されます。条例の施行

は平成20年７月１日診療分から適用されます。他に特
別会計の一部を改正する条例など７件、いずれも全会
一致で認めました。
［予算案件］①平成19年度補正予算案（一般会計、特
別会計７件）今回の補正は主として事業費の確定や事
業の決算見込みによるものです。②平成20年度当初予
算案（一般会計、特別会計７件）一般会計の民生費は
47億8,205万７千円、衛生費は14億1,655万２千円が計
上されています。新設された後期高齢者医療特別会計
は、歳入歳出の総額をそれぞれ４億5,750万５千円とす
るものです。いずれも全会一致で原案どおり認めるこ
ととしました。
［陳情案件］５件の審査をしました。３件を採択（内
１件は条件付）他の２件は、慎重に審査するため継続
審査としました。

付託議案を審査する総務文教委員会

総務文教委員会報告 ●委員長　福屋　法晴　　●副委員長　田中　哲
●委　員　松岡　隼人・川野　精一・本村　令斗・下田代　勝・簑毛　正勝

厚生委員会報告 ●委員長　三倉美千子　●副委員長　笹山　欣悟
●委　員　豊永　貞夫・西　信八郎・仲村　勝治・大王　英二

球磨川架橋配水管添架工事予定地を視察する厚生委員会
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　本委員会で審査した条例案５件の概要は下記の通りで
す。議第 41 号人吉市企業立地の促進等による地域におけ
る産業集積の形成及び活性化に関する法律第 10 条第１項
の規定に基づく準則を定める条例。これは梢山工業団地に
企業が来る場合、敷地面積に対する緑地面積と環境施設面
積率を緩和して企業立地の促進を図るものです。議第 42
号人吉市農林道管理条例は、市が管理する農道や林道につ
いて、通行の制限、占用許可、占用料の徴収や金額などに
ついて必要な事項を新しく条例を作って定めるものです。
議第 43 号人吉市中山間ふるさと・水と土保全基金条例の
一部改正は、保全基金の一部を取りくずし、農地、水、農
村環境保全向上対策事業の市負担金に充てるものです。議
第 44 号人吉市農業委員会の選挙による委員の定数条例の
一部改正は、選挙で選ばれる公選農業委員数を現行 15 名
から 14 名にするものです。議第 45 号人吉市営住宅条例の
一部を改正する条例は、市営住宅の入居資格条件の中に、
暴力団員でないことを新たに加え、また東間団地の建替に
よる戸数の変更と、住宅の位置の表示に小字名を使わない
こと、さらに地番の表示から「の」を削除する。などの改
正です。
　また、平成 19 年度補正予算関係では、一般会計の６款
農林水産業費、７款商工費、８款土木費、11 款災害復旧費、
第２条継続費の補正、第３条繰越明許費について、特別会
計では、議第 12 号国民宿舎特別会計補正予算、議第 13 号

梢山工業団地造成事業特別会計補正予算、議第 14 号人吉
球磨地域交通体系整備特別会計補正予算について審査しま
したが、その中で、産交バスが運行するバス路線の赤字補
充補助金 4,989 万２千円、交通体系整備基金を取りくずし
て、くま川鉄道㈱の赤字補充に補助する 3,003 万９千円等
を特に議論致しました。さらに、新年度一般会計予算は、
５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、
11 款災害復旧費。特別会計では、国民宿舎特別会計予算、
梢山工業団地造成事業特別会計予算、人吉球磨地域交通体
系整備特別会計予算について審査しました。対前年度比で
は、農林水産業費が 4,027 万５千円の減額、商工費が 2,373
万２千円の増額。土木費が５億 1,530 万３千円の大幅な減
額となっています。いろいろと質疑、意見をふまえて審査
の結果、全員異議なく原案通り認めました。

経済建設委員会報告 ●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　永山　芳宏
●委　員　井上　光浩・村上　恵一・松田　茂・森口　勝之・山下　幸一

側溝未整備箇所（東漆田石野線）を視察する経済建設委員会

　予算委員会に付託をされました議第２号平成 19 年度人吉
市一般会計補正予算（第６号）のうち「第１条歳入予算の補正・
第５条地方債の補正」及び、議第 15 号平成 20 年度人吉市一
般会計予算のうち「第１条歳入予算（全款）・第２条地方債・
第３条一時借入金・第４条歳出予算の流用」について審査の
結果を報告します。
　まず、議第２号の補正につきましては、補正前の歳入総額
149 億 7,645 万円から２億 3,521 万４千円を減額し、歳入総額
を 147 億 4,123 万６千円とするもので、歳入のほとんどが事
業費の確定及び最終決算見込みによるものであります。
　次に、議第 15 号平成 20 年度予算につきましては、歳入総
額を 134 億 8,746 万６千円とするもので、特徴としまして、

市税が 19 年度は税制改正に伴い、個人所得が 18 年度決算と
比較し増加しておりますが、平成 20 年度は団塊の世代の退
職等に伴う就労人口及び給与所得の減により、大幅に落ちこ
むと予想されることや、法人市民税が法人所得の落ち込みに
より、19 年度最終調定額が落ち込んだことから、19 年度当
初予算と比較して１億8,919万１千円の減となっております。
　また、歳入不足を補うため、減債基金１億円、地域福祉助
成基金１億1,186万２千円を取り崩すというものであります。
　上記２議案とも、全議員による慎重審査の結果、議第２号
については全会一致、議第 15 号については賛成多数で認め
ることに決しました。

予算委員会 ●委員長　森口　勝之　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　全議員

　昨年 12 月定例会において、予算委員会設置に関す
る条例が改正され、３月定例会から議員全員による
予算委員会（一般会計の歳入の審査）がスタートし
ました。執行部からは、歳入部分について詳細に説
明があり、歳入についてはより理解が深まったので
はないかと思います。
　３月定例会の開催にあたって、議会運営委員会で
は①会期日程について②委員長辞任に伴う委員長の

互選③陳情、委員会付託、閉会中の継続審査、申入
書について④討論について⑤表決について⑥追加議
案、意見書案、議長不信任動議について等、６回開
催し審議いたしました。また、議第 47 号副市長の選
任につき同意を求めることについては、記名及び無
記名投票の要求がありましたので、その表決方法に
ついても協議いたしました。

議会運営委員会 ●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　本村　令斗
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・三倉美千子・下田代勝・立山勝徳
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安
全
な
街
づ
く
り
は

　
　

道
路
整
備
か
ら

福
屋　

法
晴

　
問 　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
人
吉

消
防
団
員
の
確
保
を
ど
の
様
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
。

答 　

市
の
広
報
誌
・
ポ
ス
タ
ー
・
地
域

の
後
援
会
に
お
願
い
と
啓
発
活
動
を

行
っ
て
行
き
た
い
。

問 　

火
災
・
災
害
発
生
時
の
出
動
の
命

令
ま
た
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い
て
。

答 　

火
災
・
災
害
出
動
に
お
い
て
は
、

電
話
に
て
連
絡
を
行
い
情
報
に
つ
い

て
は
、
メ
ー
ル
配
信
に
て
行
っ
て
い

る
。

問 　

積
載
車
の
点
検
整
備
・
車
検
中
の

火
災
に
対
し
て
の
対
応
は
。

答 　

搭
載
し
て
い
る
全
て
の
資
器
材
と

小
型
ポ
ン
プ
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
に
て

運
搬
し
、
消
火
活
動
に
対
応
し
て
い

る
。

問 　

中
原
地
区
の
通
学
路
・
生
活
道
路

の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

答　

今
後
、
現
地
調
査
を
行
い
た
い
。

問 　

東
間
小
学
校
通
学
路
拡
幅
工
事
・

市
道
赤
池
水
無
第
一
号
線
道
路
下
部

空
洞
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

答 　

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に

も
、
現
地
調
査
を
行
い
安
全
性
向
上

に
向
け
て
対
応
し
た
い
。

※
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
は
、
道
路

整
備
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
早
期
整
備

工
事
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

球
磨
焼
酎
の
原
料
米
・

　
　

議
第
28
、
50
号

田
中　
　

哲

問 　

焼
酎
の
原
料
米
の
量
、
価
格
、
当

地
米
の
割
合
と
売
り
渡
し
価
格
は
。

答 　

人
吉
球
磨
の
収
穫
量
は

二
万
二
千
百
ト
ン
、
原
料
米
は
全
体

で
約
一
万
二
千
ト
ン
、
当
地
米
の

比
率
が
三
百
ト
ン
で
二
・
五
％
価
格

は
国
の
特
定
米
が
キ
ロ
九
〇
円
か

ら
一
二
〇
円
。
球
磨
の
加
工
米
が

一
八
〇
円
。
限
定
酒
の
原
料
米
が

二
〇
〇
円
か
ら
二
四
〇
円
。
農
業
特

区
、
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
は
地
産
地

消
を
進
め
健
康
増
進
を
機
軸
と
し
た

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
品
目
は
検
討

段
階
だ
が
、
キ
ク
ラ
ゲ
は
期
待
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
軽
作
業
、

放
置
農
業
が
観
点
の
一
つ
、
焼
酎
特

区
は
難
し
い
。

問 　

副
市
長
と
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
は
同
一
人
物
を
同
時
に
提
案
し
て

あ
る
が
、
追
加
提
案
が
筋
道
で
は
。

答 　

同
一
人
の
密
接
な
も
の
で
同
時
に

諮
る
方
が
良
い
と
思
い
提
案
し
た
。

問 　

市
長
か
ら
議
員
の
報
酬
等
の
減
額

や
職
員
給
与
の
減
額
の
提
案
は
。

答 　

議
員
報
酬
減
額
の
問
題
は
議
員
の

考
え
で
あ
り
、
職
員
の
給
与
減
額
を

市
長
よ
り
提
案
す
る
事
は
無
い
。

※
ひ
と
よ
し
春
風
マ
ラ
ソ
ン
の
花
や
花

の
種
子
に
対
す
る
補
助
金
は
前
向
き
に

検
討
す
る
と
回
答
あ
り
。

人
吉
市
の
振
興
課
題

下
田
代　

勝

　

市
民
の
ご
要
望
・
意
見
の
中
か
ら
、

川
下
り
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
、
く
ま
川
鉄

道
の
観
光
活
用
、
農
村
公
園
整
備
、
裁

判
員
制
度
、財
政
事
情
を
質
し
ま
し
た
。

問 　

川
下
り
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
、
川
の

駅
設
置
、
く
ま
川
鉄
道
に
ト
ロ
ッ
コ

レ
ー
ス
、
ナ
マ
ズ
水
族
館
等
の
設
置

は
。

答 　

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
の
現
発
船
場
、

国
民
宿
舎
間
は
可
能
。又
お
客
が
乗
・

着
船
場
を
選
べ
る
コ
ー
ス
の
設
定
も

検
討
す
る
。
川
の
駅
は
国
交
省
と
協

議
中
、
く
ま
川
鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
レ
ー

ス
等
は
、
側
線
で
は
可
能
。
ナ
マ
ズ

水
族
館
は
、
建
設
費
面
で
困
難
。

問 　

農
村
公
園
（
大
柿
・
田
野
・
下
田

代
地
区
）
の
利
用
整
備
に
つ
い
て
。

答 　

市
民
農
園
開
設
に
伴
う
利
用
を
促

進
す
る
。
地
区
運
動
公
園
と
し
て
も

地
元
と
協
議
す
る
。

問 　

人
吉
市
財
政
は
、
夕
張
市
並
み
に

厳
し
い
か
。
基
本
的
構
造
は
。

答 　

健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る
。
実

質
公
債
費
比
率
十
二
・
五
％
、
熊

本
県
下
で
一
位
、
実
質
収
支
は

四
億
四
千
万
円
余
で
黒
字
。

問　

裁
判
員
制
度
の
周
知
徹
底
は
。

答 　

各
種
会
合
、
広
報
ひ
と
よ
し
、
出

前
講
座
等
で
周
知
を
密
に
行
う
。

市
長
の
政
治
姿
勢

　
　
　
　

に
つ
い
て

山
下　

幸
一

問 　

副
市
長
人
事
に
つ
い
て
、
市
民
か

ら
、
電
話
等
に
よ
り
多
く
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
議
長
に
は
、
申
し
入

れ
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

に
つ
い
て
、
事
実
関
係
の
解
明
、
提

案
に
至
っ
た
経
緯
、ま
た
、な
ぜ
、正
・

副
議
長
、
総
務
文
教
委
員
長
が
市
長

に
同
道
し
た
の
か
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

答 　

副
市
長
選
任
に
つ
い
て
は
、
経
済

産
業
省
に
お
願
い
し
、
経
済
産
業
省

の
エ
ー
ス
を
選
任
し
て
頂
い
た
。
副

市
長
候
補
者
の
と
こ
ろ
へ
、
市
長
、

正
・
副
議
長
、
総
務
文
教
委
員
長
が

同
席
さ
れ
た
の
は
、
多
人
数
で
会
っ

た
方
が
い
い
と
思
い
お
願
い
し
た
。

同
行
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
見
識
が

た
り
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

問 　

御
溝
川
河
川
改
良
事
業
や
、
改
修

工
事
に
つ
い
て
。

答 　

御
溝
川
河
川
改
良
に
つ
い
て
は
、

人
吉
土
地
改
良
区
の
ご
理
解
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
進
展
し
て
い

な
い
。
駒
井
田
、
中
青
井
地
区
は
、

十
九
年
度
浚
渫
工
事
を
実
施
、
西
校

登
校
橋
よ
り
元
金
子
商
店
間
は
、
現

在
計
画
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

職
員
不
祥
事
の

　
　

防
止
対
策
は
？

笹
山　

欣
悟

問 　

職
員
の
個
人
情
報
漏
洩
の
不
祥
事

に
つ
い
て
、
綱
紀
粛
正
だ
け
で
再
発

防
止
が
で
き
る
の
か
。
事
件
を
起
こ

し
た
背
景
に
あ
る
多
重
債
務
問
題
の

解
決
が
課
題
で
あ
る
。
第
一
に
し
っ

か
り
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
相
談
窓

口
、
第
二
に
関
係
部
署
と
の
連
携
、

第
三
に
相
談
す
れ
ば
助
か
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
つ
づ
け
る
こ
と

で
あ
る
。
市
の
積
極
的
取
組
み
姿
勢

は
。

答 　

第
一
に
は
相
談
窓
口
を
た
く
さ
ん

増
や
す
こ
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら
れ
た
環
境
で
相
談
が
で
き
る
よ
う

な
市
民
生
活
な
ん
で
も
相
談
室
の
よ

う
な
窓
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。さ
ら
に
啓
発
の
必
要
も
あ
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
で
き
る

の
か
、
ど
の
よ
う
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
防
止
を
し
て
い
く
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の
か
、
こ
れ
は
、
安
全
安
心
の
街
づ

く
り
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
。二
十
年
度
内
に
は
、

今
回
の
事
件
を
教
訓
と
し
て
、
人
吉

独
自
の
情
報
発
信
を
全
国
へ
向
け
て

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
新
ま
つ
り
の
名
称
に
つ
い

て
、
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
選
定
を

め
ぐ
る
問
題
点
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

新
年
度
予
算
と
市
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト立

山　

勝
徳

問 　

市
財
政
の
現
状
と
新
年
度
予
算
の

特
徴
的
な
も
の
は
。

答 　

財
政
力
指
数
は
〇
・
四
八
六
、
経

常
収
支
比
率
は
一
〇
二
・一
％
、
実
質

公
債
費
比
率
は
十
二
％
〜
十
三
％
で

推
移
す
る
。
各
基
金
の
現
在
高
は
減

債
基
金
が
一
〇
億
九
五
三
〇
万
八
千

円
、
地
域
福
祉
助
成
基
金
が

一
億
一
一
四
一
万
六
千
円
、
そ

の
他
七
つ
の
基
金
合
計
額
が

三
億
三
八
四
九
万
七
千
円
、
新
年
度

予
算
は
市
税
が
大
幅
に
ダ
ウ
ン
、
所

得
税
を
カ
ッ
ト
し
て
住
民
税
に
転
嫁

す
る
税
源
移
譲
は
、
人
口
や
所
得
に

比
例
す
る
の
で
地
方
と
中
央
の
格
差

は
益
々
拡
大
す
る
。
そ
の
格
差
是
正

の
た
め
地
方
再
生
対
策
費
が
盛
ら
れ

た
が
、
約
一
億
一
三
〇
〇
万
円
程
度

で
格
差
是
正
に
は
不
充
分
、
一
方

歳
出
で
は
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴

い
社
会
保
障
費
の
伸
び
は
避
け
ら
れ

ず
、
財
政
展
望
は
厳
し
い
。

問 　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す

る
予
算
の
裏
付
け
は
。

答 　

お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に

九
百
万
円
、
人
吉
駅
前
広
場
整
備

に
一
六
五
十
万
円
な
ど
九
事
業
に

三
八
四
七
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

※
他
に
公
共
下
水
道
問
題
、
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
質
問
。

小
学
校
入
学
前
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
を

本
村　

令
斗

問 　

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
、
五

歳
未
満
児
ま
で
引
き
上
げ
る
議
案
が

出
て
い
る
。
市
長
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
未
就
学
児
童
を
無
料
と
す
る
と

し
、
六
月
議
会
で
来
年
度
中
に
実
現

し
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
①
五
歳

未
満
ま
で
と
就
学
前
ま
で
の
場
合
、

市
の
負
担
は
、
年
間
ど
れ
く
ら
い
違

う
の
か
。
②
新
年
度
内
に
、
就
学
前

ま
で
の
無
料
化
を
実
現
す
べ
き
。

答 　

①
二
一
〇
万
円
程
度
。
二
〜
三
割

増
も
あ
り
え
る
。
②
新
年
度
で
果
敢

に
挑
戦
し
た
い
。

問 　

副
市
長
候
補
に
つ
い
て
、
①
地
方

自
治
法
に
あ
る
「
市
長
の
補
佐
、
政

策
お
よ
び
企
画
、
職
員
の
監
督
、
市

長
の
代
理
」
を
こ
な
す
力
量
が
あ
る

と
判
断
し
た
理
由
、
②
喜
多
方
市
に

出
向
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
の
業
績
を
問
い
合
わ
せ
た
か
。

答 　

①
今
後
つ
け
て
も
ら
う
。
経
産
省

を
信
頼
し
た
い
。
②
問
い
合
わ
せ
て

い
な
い
。

問 　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に

よ
り
、
国
保
税
を
改
定
す
る
議
案
が

出
て
い
る
が
、値
上
げ
と
な
る
の
か
。

答 　

後
期
高
齢
者
支
援
分
で
、
平
均
で

一
人
約
一
万
九
千
円
の
負
担
増
。

※
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
下
げ
を

検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

五
歳
児
健
診
の
推
進
に

つ
い
て

豊
永　

貞
夫

問 　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
三
歳
児
健
診

と
、
就
学
時
健
診
と
の
間
が
開
き
す

ぎ
る
た
め
、
三
歳
児
健
診
で
は
見
つ

け
に
く
い
弱
視
や
小
児
肥
満
な
ど
の

小
児
生
活
習
慣
病
。
ま
た
、
発
達
障

が
い
の
早
期
発
見
、
早
期
療
育
の
観

点
か
ら
五
歳
児
健
診
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

答 　

五
歳
児
健
康
診
査
は
発
達
障
が
い

の
発
見
に
有
用
で
あ
る
こ
と
、
三
歳

児
健
診
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
関

係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
本
市

に
あ
っ
た
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

問 　

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
、
点
字

プ
リ
ン
タ
ー
や
、
活
字
読
み
上
げ
装

置
な
ど
を
購
入
で
き
る
情
報
支
援
基

盤
整
備
事
業
が
あ
る
が
、
本
市
は
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
さ
れ
る
の
か
。

答 　

情
報
支
援
に
必
要
な
機
器
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
平
成
二
十
年
度
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

活
字
読
み
上
げ
装
置
に
つ
い
て
は
、

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
よ
り
個

人
へ
の
給
付
が
可
能
な
た
め
、
こ
れ

も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
消
防
団
と
事
業
所
と
の
連

携
強
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、
寄
附
条
例

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

農
業
基
盤
を
活
性
化
し

農
業
所
得
向
上
を
！

簑
毛　

正
勝

問 　

地
産
地
消
の
お
い
し
さ
、
新
鮮

さ
、
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
を
消
費

者
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
民
間
の
資
本
を

活
用
し
た
大
型
の
農
産
物
の
直
売
所

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答 　

農
業
の
振
興
を
図
る
上
で
、
今
後

大
規
模
な
人
吉
球
磨
農
産
物
の
直
売

所
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
様
々
な
機
関
と
協
議
し

て
検
討
し
た
い
。

問 　

輸
入
飼
料
高
騰
の
影
響
で
畜
産
農

家
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
飼
料
増
産
で
き
な
い

か
。

答 　

国
産
粗
飼
料
の
増
産
確
保
と
し
て

水
田
転
作
に
お
い
て
飼
料
用
稲
の
作

付
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
耕
作
放

棄
地
で
の
肉
用
牛
放
牧
を
推
進
し
て

い
る
。
今
後
、
本
市
の
放
牧
地
の
草

地
化
な
ど
、
飼
料
の
自
給
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

※
そ
の
他
に
、
屋
根
付
き
自
転
車
置
き

場
の
整
備
（
公
民
館
）
／
西
瀬
運
動
広

場
の
整
備
／
公
用
自
転
車
の
設
置
／
庁

舎
内
図
書
及
び
備
品
の
有
効
活
用
／
中

小
企
業
育
成
に
つ
い
て
質
問
・
要
望
し

ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
と
機
構
改
革

仲
村　

勝
治

　
問 　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
完
成
か
ら

二
十
九
年
が
経
過
し
、
市
民
の
健
康

管
理
、
体
力
増
進
に
大
き
く
寄
与

し
、
市
の
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い

る
。
近
年
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
狭

く
て
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
声
が

あ
り
、
ト
イ
レ
、
部
屋
数
な
ど
改
修

す
る
箇
所
が
多
い
。
建
て
替
え
は
。

答 　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
安
全
、
安
心

で
優
し
い
施
設
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
、
早
期

の
建
て
替
え
は
厳
し
い
。
中
、
長
期

的
な
計
画
で
持
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
改
善
、
改
修
を
要
す
る

事
項
は
、
検
討
し
対
処
し
た
い
。

問 　

平
成
十
七
年
に
機
構
改
革
が
実
施

さ
れ
た
が
、
係
の
名
称
が
た
い
へ
ん

分
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
地
球
規
模

の
環
境
が
問
題
と
さ
れ
る
中
、
環
境

課
の
設
置
は
、必
要
で
は
な
い
の
か
。
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さ
ら
に
、
人
吉
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
体
構
想
の
中
で
、

都
市
整
備
の
方
針
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
都
市
整
備
の
必
要
性
か
ら
、
建

設
部
へ
都
市
計
画
課
を
設
置
し
、
水

道
局
の
下
水
道
事
業
を
建
設
部
に
配

置
替
え
は
。

答 　

平
成
二
十
年
度
中
に
全
庁
的
な
組

織
機
構
改
革
の
見
直
し
を
行
う
。

軽
度
障
が
い
児
保
育

　
　

事
業
の
継
続
は
？

西　

信
八
郎

問 　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の

未
整
備
地
域
（
大
畑
局
・
大
塚
局
）

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
は
可
能
か
。

答 　

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
的
確
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も
検
討
し
て

い
く
。

問 　

障
が
い
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い

る
か
。

答 　

軽
度
の
障
が
い
を
抱
え
た
子
供
達

に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら

の
支
援
が
効
果
的
で
あ
り
、
大
変
重

要
な
事
業
で
あ
る
。

問 　

平
成
十
九
年
度
で
国
、
県
の
補
助

に
な
る
障
が
い
児
保
育
円
滑
化
事
業

の
廃
止
、
県
と
市
の
補
助
に
な
る
軽

度
障
が
い
児
保
育
事
業
の
県
の
み
の

廃
止
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

答 　

障
が
い
児
保
育
円
滑
化
事
業
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
児
保
育
環
境
改

善
事
業
で
の
手
当
が
可
能
な
た
め
廃

止
。
軽
度
障
が
い
児
保
育
事
業
に
対

す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、継
続
す
る
。

※
農
業
問
題
と
し
て
、
コ
メ
政
策
の
見

直
し
内
容
、
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

の
概
要
と
取
組
み
方
、
人
吉
市
活
性
化

対
策
事
業
の
補
助
増
額
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

人
吉
市
に
お
け
る
今
後

の
観
光
施
策
に
つ
い
て

井
上　

光
浩

問 　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
の
位
置
づ
け

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
独
立
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答 　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
は
観
光
人
吉

に
お
け
る
中
心
的
役
割
を
担
う
団
体

で
今
後
、
民
間
を
中
心
と
し
た
組
織

運
営
が
望
ま
し
く
役
員
の
方
々
と
協

議
し
な
が
ら
独
立
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

問 　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
に
ど
の
よ
う

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答 　

平
成
二
十
一
年
の
Ｓ
Ｌ
運
行
、
平

成
二
十
三
年
の
九
州
新
幹
線
全
線
開

通
に
対
応
し
た
観
光
振
興
策
の
予
算

を
計
上
し
た
い
。

問 　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
と
し
て
、
旅

行
業
に
参
入
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

答 　

新
し
い
地
域
独
自
の
旅
行
商
品
開

発
が
重
要
で
あ
り
、
観
光
策
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。

問 　

観
光
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

振
興
を
一
つ
に
し
た
部
署
設
置
は
。

答 　

新
年
度
か
ら
全
庁
的
な
改
革
に
当

た
り
た
い
。

※
な
お
、人
吉
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
声
ま
た
駅
前
周
辺
地
区
の
住
民

の
声
を
計
画
に
反
映
し
て
頂
く
こ
と
を

要
望
し
た
。

人
吉
こ
れ
か
ら
の
観
光
に

つ
い
て

松
田　
　

茂

問 　

人
吉
お
城
ま
つ
り
に
つ
い
て
。
全

体
計
画
、
進
ち
ょ
く
率
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

答 　

人
吉
温
泉
焼
酎
ま
つ
り
を
、
こ
の

た
び
、「
い
で
湯
と
球
磨
焼
酎
、
笑

顔
の
里
『
日
本
百
名
城　

人
吉
お
城

ま
つ
り
』」
と
し
て
、
県
内
は
も
と

よ
り
九
州
有
数
の
ま
つ
り
へ
と
発
展

さ
せ
た
い
。
全
体
計
画
等
順
調
に
進

め
て
い
る
。

問 　

く
ま
川
鉄
道
観
光
面
か
ら
の
活
性

化
案
。
基
金
管
理
の
あ
り
方
。

等 　

基
金
管
理
の
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
鉄
道
沿
線
を
利

用
し
た
観
光
開
発
は
、
乗
客
数
の
減

少
と
い
う
現
状
か
ら
み
れ
ば
早
急
な

対
応
が
必
要
で
あ
り
、Ｓ
Ｌ
の
復
活
、

新
幹
線
の
開
業
等
と
の
リ
ン
ク
も
考

え
な
が
ら
、
問
題
の
解
決
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

問 　

中
川
原
の
イ
ベ
ン
ト
利
用
に
つ
い

て
。

答 　

冬
の
時
期
、
イ
ベ
ン
ト
利
用
に
つ

い
て
は
お
も
し
ろ
い
提
案
で
あ
り
、

考
え
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
国
道
二
六
七
号
改
修
、
東

西
コ
ミ
セ
ン
の
施
設
整
備
要
望
等
も
含

め
質
問
を
し
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

三
月
定
例
会
か
ら
、
予
算

委
員
会
（
常
任
委
員
会
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
委

員
会
は
全
議
員
で
構
成
さ

れ
、
一
般
会
計
予
算
の
歳
入

を
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

委
員
長　
　

森
口　

勝
之

　

副
委
員
長　

村
上　

恵
一

　

委
員　
　
　

全
議
員

委
員
長
交
替
の

　
　
　

お
知
ら
せ

　

三
月
定
例
会
に
お
い
て

永
山
芳
宏
議
員
が
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

付託議案を審査する予算委員会

議
長
不
信
任
動
議

　
　

を 

否 

決

　

三
月
定
例
会
に
お
い
て
、

大
王
議
長
に
対
す
る
不
信

任
動
議
が
七
人
の
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
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【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委

員

長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委　
　

員
／
井
上
光
浩　
　

豊
永
貞
夫

　
　
　
　
　

松
田　

茂　
　

田
中　

哲

　
　
　
　
　

三
倉
美
千
子　

下
田
代
勝

　

今
年
は
二
月
に
寒
が
強
く
、
遅
霜
も

来
た
せ
い
か
、
例
年
に
比
べ
春
の
訪
れ

が
遅
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
三
月
四
日
に
開
会
し
ま
し
た
三

月
議
会
は
、
全
議
員
に
よ
る
予
算
委
員

会
を
新
し
く
設
置
し
、
一
般
質
問
に

十
三
人
が
登
壇
し
て
執
行
部
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
五
十
二
の
議

案
を
審
議
し
、
追
加
提
案
で
あ
る
議
長

不
信
任
案
を
否
決
し
、
他
の
案
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
も
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
関

係
す
る
二
十
年
度
予
算
は
前
年
度
比

四
億
六
千
三
百
万
円
減
の
緊
縮
予
算
で

あ
り
ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
は
七
五
歳

以
上
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

も
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
ま
た
副
市

長
に
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
経
営
支

援
部
の
林
健
善
氏
（
三
四
歳
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
今
回
の
議
長
不
信

任
案
の
提
出
は
、
議
長
の
み
な
ら
ず
全

議
員
の
議
会
人
と
し
て
の
行
動
を
厳
し

く
問
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
四
月
二
十
日
の
大
橋
開
通
が

人
吉
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま
す
様
に
。

（
文
責
：
田
中　

哲
）

次
の
定
例
会
は
六
月
で
す
。

請　願　・　陳　情　等　の　審　査　結　果　に　つ　い　て
委　員　会 請　願　・　陳　情　等　の　内　容 審査結果

総務文教委員会 公民館改修に伴う大塚小学校林の収益金の活用についての陳情 継 続 審 査

厚 生 委 員 会

一般廃棄物収集運搬業務に関する調査を求める陳情書 継 続 審 査

「後期高齢者医療制度の凍結と全面見直しを求める意見書」の提出を求める陳情 継 続 審 査

トンネルじん肺根絶の抜本的な対策を求める意見書の提出を求める陳情 採　　 択

認可外保育施設に通う子ども達への助成を求める陳情 採　　 択

ハンセン病問題の真の解決と国立ハンセン病療養所菊池恵楓園の存続、医療・
福祉の充実を国に求める意見書採択の陳情 採 択

経済建設委員会
「最低賃金の大幅引き上げと全国一律最賃制の法制化、およびそれを支える適切
な中小企業振興策を求める意見書」を国に対して上げていただくことを求める
陳情

継 続 審 査

　

三
月
定
例
会
に
お
い
て
次
の

意
見
書
を
可
決
し
、
内
閣
総
理

大
臣
及
び
衆
・
参
両
議
院
議
長

な
ど
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し

た
。（
要
旨
の
み
抜
粋
）

◆
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
抜

本
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

１ 

．
国
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月

に
調
印
し
た
「
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
防
止
対
策
に
関
す
る
合

意
書
」
に
基
づ
き
、
ト
ン
ネ

ル
じ
ん
肺
根
絶
の
た
め
の
対

策
を
速
や
か
に
実
行
す
る
こ

と
。

２ 

．
公
共
工
事
に
よ
っ
て
発
生

す
る
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
被
害

者
の
早
期
救
済
を
図
る
た

め
、「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
補

償
基
金
制
度
」
を
早
急
に
創

設
す
る
こ
と
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
の

制
定
と
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
菊
池
恵
楓
園
の
存
続
、
医
療
・

福
祉
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

１ 

．「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本

法
」
を
制
定
す
る
こ
と
。

２ 

．
国
会
決
議
に
基
づ
き
、
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
の
医
療
、

看
護
、
介
護
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
。

３ 

．
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
統

廃
合
せ
ず
、
入
所
者
、
職
員
、

地
元
住
民
な
ど
関
係
者
の
意

見
を
尊
重
し
、
地
域
・
国
民

の
た
め
の
医
療
・
介
護
施
設

等
と
し
て
広
く
開
放
す
る
こ

と
。

◆
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産

業
政
策
と
国
有
林
野
事
業
の
健

全
化
を
求
め
る
意
見
書

１ 

．
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

基
づ
く
、
多
様
で
健
全
な
森

林
・
保
全
の
促
進
、
林
業
・

木
材
関
連
産
業
の
再
生
等
、

望
ま
し
い
森
林
・
林
業
施
策

実
行
に
向
け
、
必
要
な
予
算

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２ 

．
国
産
材
利
用
・
安
定
供
給

対
策
な
ら
び
に
地
域
材
利
用

対
策
の
推
進
と
、
木
材
の
生

産
・
加
工
・
流
通
体
制
の
整

備
に
向
け
、
関
係
省
庁
の
枠

を
越
え
た
計
画
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

３ 

．
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

基
づ
く
労
働
力
確
保
に
向

け
、森
林
整
備
を
通
じ
た
「
緑

の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
」

の
さ
ら
な
る
充
実
や
各
種
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

４ 

．
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る

者
が
負
担
す
る
税
制
上
の
措

置
な
ど
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
森
林
吸
収
源
十
ヵ
年

対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
、

安
定
的
な
財
源
確
保
を
図
る

こ
と
。

５ 

．
地
球
規
模
で
の
環
境
保
全

や
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

を
目
指
し
た
違
法
伐
採
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
。

６ 

．
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
全
・
安
心
な
国
土
基

盤
の
形
成
と
地
域
振
興
に
資

す
る
管
理
体
制
の
確
保
を
図

る
こ
と
。

　

 　

ま
た
、
行
政
改
革
推
進

法
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
と
も
幅
広
く
国
民

の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、

国
会
で
十
分
議
論
を
尽
く
し

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

１ 

．
医
療
、
福
祉
、
環
境
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
地
域
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
す

る
た
め
、
地
方
税
の
充
実
強

化
、
地
方
交
付
税
が
持
つ
財

政
調
整
機
能
、
財
源
保
障
機

能
を
堅
持
し
、
必
要
財
源
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

２ 

．
国
が
法
令
に
基
づ
く
事
業

実
施
を
自
治
体
に
義
務
づ

け
、
自
治
体
間
の
財
政
力

格
差
が
大
き
い
現
状
に
お
い

て
、
地
域
の
行
政
需
要
を
的

確
に
地
方
交
付
税
算
定
に
反

映
し
、
地
方
交
付
税
総
額
の

確
保
を
図
る
こ
と
。

３ 

．
地
方
自
治
体
の
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
た
対
処
を
行
う

こ
と
。

再生紙を使用しています。


